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Ｉ
問
題
の
お
お
よ
そ

独
歩
の
作
品
を
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
基
づ
い
て
分
類
す
れ
ば
、
大
体
次
の
よ

１

う
に
四
分
さ
れ
よ
う
。

①
理
想
を
追
求
す
る
主
体
の
人
た
る
人
間
の
内
側
を
描
い
た
も
の
（
帰
去

来
・
空
知
川
の
岸
辺
）
③
人
間
的
実
存
の
自
覚
に
到
達
す
べ
き
真
の
文
学

者
た
ら
ん
と
す
る
内
面
の
苦
悩
の
告
白
を
基
調
と
し
た
も
の
（
牛
肉
と
馬
鈴

薯
・
悪
魔
）
③
「
小
民
」
を
描
い
た
も
の
（
源
を
ぢ
・
竹
の
木
戸
）
側
世
俗

の
虚
偽
や
虚
飾
、
俗
物
性
へ
の
反
逆
精
神
に
基
づ
く
も
の
（
正
直
者
・
帽
子
）

こ
の
う
ち
①
と
⑨
の
主
人
公
は
独
歩
自
身
の
反
映
で
あ
り
、
⑨
の
主
人
公

は
独
歩
の
詩
心
に
「
限
り
な
き
の
同
情
」
と
共
感
を
喚
起
せ
し
め
た
対
象
の

描
出
で
あ
る
。
独
歩
は
⑩
を
浪
曼
的
出
発
点
と
し
、
②
の
世
界
に
自
己
の
使

命
を
定
着
さ
せ
、
⑥
お
よ
び
い
の
作
を
多
く
創
造
し
た
。
③
と
④
と
は
、
そ

の
主
人
公
の
形
象
に
お
い
て
、
と
も
に
②
の
見
地
か
ら
捉
え
ら
れ
た
と
こ
ろ

の
、
肯
定
的
人
間
像
と
否
定
的
人
間
像
と
の
対
極
を
な
し
て
い
る
。

国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と

「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

こ
の
中
で
最
も
多
い
の
が
⑧
の
諸
作
で
、
独
歩
が
小
民
史
の
詩
人
と
い
わ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
小
民
観
・
小
民
愛
の
形
成
は
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
も

や
延
合
ワ

、
え
Ｐ
ｂ

秀
吉
も
い
つ
か
う
豪
く
無
く
な
っ
て
」
「
其
豪
い
と
言
ふ
意
義
が
ま
る
で
違

っ
て
来
」
た
（
奈
何
に
し
て
小
説
家
と
な
り
し
乎
）
と
い
う
人
間
観
の
変
革
を
来

し
た
「
精
神
上
の
大
革
命
」
（
同
）
が
前
提
と
な
り
、
従
来
こ
れ
に
関
し
て

ワ
ー
ズ
ワ
ー
一
〈
、
吉
田
松
陰
の
「
愛
民
」
思
想
、
徳
徳
蘇
峰
の
「
平
民
主
義
」

２

等
と
の
影
響
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
私
は
こ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
論

じ
て
み
た
い
。
（
以
下
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
の
引
用
は
そ
の
日
付
の
み
を
明
記
す
る
。
）

独
歩
が
「
吾
何
を
為
す
べ
き
か
。
（
中
略
）
政
治
か
、
宗
教
か
、
文
学
か
、

哲
学
か
」
（
”
・
〆
・
肥
）
と
「
煩
悶
」
を
続
け
た
所
以
は
、
そ
の
何
れ
の
ジ

ャ
ン
ル
を
も
「
理
想
の
事
業
」
（
茄
・
２
．
３
）
の
一
環
と
し
て
活
用
し
て
い

こ
う
と
す
る
全
体
的
統
一
的
欲
求
を
、
現
実
的
条
件
か
ら
阻
害
さ
れ
た
結
果

３

で
あ
っ
た
。
当
然
、
文
学
も
「
理
想
の
事
業
」
だ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
「
理

想
の
事
業
」
が
、
「
小
民
史
」
の
文
学
創
造
へ
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
。

独
歩
の
描
く
「
小
民
」
は
、
明
治
社
会
の
発
展
か
ら
疎
外
さ
れ
た
下
積
み
の

北

野
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貧
し
い
民
衆
か
、
功
名
の
舞
台
を
求
め
ず
に
片
隅
に
黙
々
と
生
き
る
善
良
の

民
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
の
底
辺
に
人
知
れ
ず
埋
も
れ
、
し
か
も
社
会
を
底
辺

か
ら
支
え
る
歴
史
の
真
の
担
い
手
と
も
い
う
尋
へ
き
無
名
の
民
に
、
独
歩
は
文

学
的
追
及
の
眼
を
向
け
た
。
彼
は
こ
う
い
う
人
生
の
中
に
人
間
の
真
実
を
発

見
し
、
こ
れ
を
「
人
類
真
の
歴
史
」
（
妬
・
３
．
４
と
し
て
全
体
の
中
に
意

義
づ
け
つ
つ
、
明
治
三
十
年
か
ら
約
十
年
間
、
「
小
民
」
の
人
生
を
全
く
新
し

い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
見
地
か
照
ら
し
出
し
て
数
々
の
美
し
い
文
学
作
品
に

結
晶
し
て
み
せ
た
。
こ
れ
は
「
日
本
近
代
文
学
の
小
市
民
的
自
己
封
鎖
の
動

向
の
な
か
で
、
異
質
の
可
能
性
を
ま
っ
た
く
独
自
に
き
り
開
い
た
も
の
と
し

４

て
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
で
あ
ろ
う
。
が
、
反
面
こ
れ
を

二
葉
亭
の
「
浮
雲
」
、
鴎
外
の
「
舞
姫
」
、
魯
庵
の
「
く
れ
の
二
十
八
日
」
、

藤
村
の
「
破
戒
」
、
芦
花
の
「
黒
潮
」
、
尚
江
の
「
火
の
柱
」
等
の
主
人
公
と

比
す
れ
ば
、
独
歩
の
「
小
民
」
像
に
は
「
淳
朴
の
人
生
」
は
あ
っ
て
も
、
明

治
青
年
の
「
理
想
」
を
託
す
に
し
て
は
小
型
の
人
間
像
で
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
「
理
想
の
事
業
」
を
追
う
ア
ク
テ
ィ
ヴ
の
青
年
独
歩
の
活
動
が
、

「
小
民
」
的
人
間
像
の
造
型
へ
と
そ
の
使
命
を
定
着
さ
せ
る
に
至
る
ま
で
に

は
、
ど
ん
な
必
然
的
コ
ー
ス
が
た
ど
ら
れ
、
ま
た
へ
そ
れ
は
彼
の
文
学
を
ど

う
本
質
づ
け
て
い
っ
た
の
か
。

Ⅱ
現
実
の
動
向
と
精
神
革
命
と
の
あ
い
だ

「
吾
国
先
づ
政
治
的
に
開
国
し
て
、
次
に
社
会
的
に
開
国
せ
り
。
（
中
略
）

最
後
に
来
り
し
は
精
神
的
開
国
派
・
」
（
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
）
と
独
歩
は

い
う
。
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歩
み
は
一
歩
一
歩
が
自
覚
と
発
明
と
冒
険
の
過

国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と
「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

程
で
、
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
成
立
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
日
本
の

歴
史
は
欧
米
先
進
国
の
政
治
や
文
明
形
態
を
範
型
と
し
て
、
近
代
国
家
と
し

、
、
、

、
、
、

て
の
枠
が
外
か
ら
の
模
倣
摂
取
、
上
か
ら
の
改
革
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
独
歩
の
い
う
如
く
、
「
欧
州
の
政
治
的
文
明
の
み
に
着
目
し
、
（
中
略
）
之

れ
を
入
れ
て
以
て
、
一
躍
し
て
十
九
世
紀
欧
州
の
文
明
に
達
し
得
琴
へ
し
と
思

は
し
め
た
」
（
同
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
進
国
と
逆
に
、
漸
く
国
家
の
見

透
し
が
つ
い
て
き
た
二
十
年
前
後
ま
で
遅
れ
て
、
そ
の
枠
に
入
れ
ら
れ
る
べ

き
内
容
ｌ
個
人
や
社
会
や
道
徳
や
宗
教
が
顧
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

独
歩
が
功
名
心
を
燃
や
し
て
上
京
し
、
政
治
家
を
志
し
て
東
京
専
門
学
校

英
語
政
治
科
に
在
籍
し
た
の
は
丁
度
こ
の
頃
で
あ
る
。
す
で
に
自
由
民
権
運

動
は
解
体
し
、
そ
の
一
部
は
敵
の
陣
営
に
走
り
、
再
建
さ
れ
た
立
憲
自
由
党

は
絶
対
専
制
権
力
と
妥
協
の
産
物
だ
っ
た
。
政
治
青
年
・
独
歩
は
、
憲
法
発

布
か
ら
第
一
回
帝
国
議
会
召
集
の
さ
中
、
東
京
に
い
た
が
、
す
で
に
憲
法
発

布
に
よ
っ
て
制
度
上
の
改
革
に
一
段
落
つ
き
、
政
治
も
空
想
を
許
さ
ず
、
高

い
理
想
よ
り
も
実
際
上
の
政
策
が
中
心
に
な
り
、
政
論
よ
り
も
政
治
家
と
し

て
の
地
位
の
方
へ
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。

独
歩
の
「
あ
の
時
分
」
を
読
む
と
、
功
名
の
舞
台
を
求
め
て
東
京
に
集
ま

り
来
っ
た
学
生
達
に
と
っ
て
、
民
権
運
動
時
代
の
政
治
的
熱
狂
が
過
ぎ
去
っ

た
後
に
身
を
置
く
空
虚
感
が
、
ど
こ
と
な
く
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
か
っ

て
の
政
治
に
と
っ
て
代
っ
て
青
年
の
心
を
捉
え
つ
つ
あ
る
《
新
し
い
波
》
も

始
ま
っ
て
い
た
。
作
中
に
は
演
説
会
の
花
形
と
し
て
活
躍
す
る
「
血
気
の
連

中
」
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
「
私
」
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
の

⑤

が
、
こ
の
《
新
し
い
波
》
を
代
表
す
る
木
村
で
あ
る
。
「
あ
の
時
分
」
に
は
、
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声

の
心
の
窓
と
も
な
る
。
個
々
の
人
格
の
神
に
よ
る
解
放
と
い
う
形
で
の
人
間

解
放
ｌ
法
の
前
の
平
等
か
ら
神
の
前
に
お
け
る
平
等
、
政
治
的
自
由
か
ら

精
神
的
自
由
へ
ｌ
そ
こ
に
は
政
治
だ
け
で
は
解
決
で
き
ぬ
「
人
間
」
の
問

題
が
あ
り
、
そ
こ
に
新
し
い
人
間
の
信
頼
が
形
造
ら
れ
た
と
し
て
も
ふ
し
ぎ

で
は
な
い
。
独
歩
も
「
基
督
教
に
て
示
さ
れ
た
宇
宙
観
、
人
生
観
な
ど
が
寝

て
も
覚
め
て
も
自
分
を
或
は
悩
ま
し
或
は
慰
め
、
そ
れ
に
心
を
奪
は
れ
て
実

際
の
事
は
殆
ど
手
に
も
つ
か
ぬ
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
」
（
奈
何
に
し
て
小
説
家

と
な
り
し
乎
）
と
告
白
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

独
歩
の
内
に
起
っ
た
「
精
神
革
命
」
は
彼
の
読
書
傾
向
を
一
変
し
た
。
「
以

前
は
憲
法
論
を
読
み
、
経
済
害
を
読
み
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
演
説
集
を
読

み
、
バ
ー
レ
ー
の
英
国
史
を
読
ん
だ
自
分
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
此
等
を
捨
て

て
カ
ー
ラ
イ
ル
の
サ
ル
ト
・
レ
ザ
ル
タ
ス
を
読
み
、
ヲ
－
ズ
ヲ
ー
ス
の
詩
集

に
あ
こ
が
れ
、
ゲ
ー
テ
を
覗
き
見
す
る
と
い
ふ
始
末
に
立
到
り
ま
し
た
。
」

（
同
）
こ
う
し
た
内
面
の
変
革
に
よ
っ
て
理
想
は
高
揚
さ
れ
た
が
、
反
面
、

「
実
際
の
事
は
殆
ど
手
に
も
つ
か
ぬ
場
合
も
あ
り
、
」
そ
れ
だ
け
現
実
性
の

乏
し
い
も
の
と
も
な
っ
た
。
今
や
彼
の
関
心
事
は
「
欧
州
文
明
の
根
底
に
鯵

勃
せ
る
活
火
」
「
即
ち
基
督
教
道
念
の
活
火
」
も
（
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
）
へ

Ｉ

「
私
」
が
こ
の
木
村
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
教
会
に
行
っ
た
時
の
感
激
的
シ

ー
ン
が
、
明
治
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
香
り
高
い
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。

政
治
的
熱
狂
の
去
っ
た
後
の
精
神
的
空
虚
感
ｌ
そ
れ
は
人
穴
の
心
を
内

面
に
向
け
る
。
そ
こ
へ
当
時
の
欧
化
主
義
政
策
も
手
伝
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は

⑥

飛
躍
的
に
の
び
た
。
個
人
の
自
由
、
平
等
、
博
愛
等
の
近
代
精
神
が
キ
リ
ス

ト
教
を
通
し
て
青
年
特
有
の
心
的
状
態
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
生
問
題
開
眼
へ

１
１

｜|
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
余
は
革
命
党
の
必
要
を
感
ず
る
も
の
の
発
頭
人
な

７

り
。
革
命
な
る
か
な
、
革
命
な
る
か
な
、
大
革
命
な
る
か
な
」
と
熱
狂
的
に

革
命
を
欲
し
た
独
歩
は
、
「
大
革
命
を
成
就
せ
ん
と
思
へ
ば
先
づ
精
神
的
大

⑧

革
命
を
以
て
始
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
主
張
す
る
。
（
丁
度
、
政
治
の
動
き

が
高
い
理
想
か
ら
実
際
上
の
政
策
に
移
行
し
た
の
と
は
逆
過
程
を
、
独
歩
の

内
面
は
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
現
実
の
動
き
は
自
由
民
権

運
動
が
敗
退
し
、
絶
対
主
義
体
制
が
定
着
し
た
た
め
、
現
実
の
動
向
と
精
神

革
命
と
の
間
の
矛
盾
は
深
ま
る
一
方
だ
っ
た
。
）

で
は
、
こ
の
理
想
主
義
者
・
独
歩
は
、
革
命
へ
の
い
か
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
い
た
か
。
次
の
記
事
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
「
理
想
Ｉ
成
程
吾
に

は
理
想
あ
る
な
り
、
此
の
世
は
実
の
世
に
し
て
決
し
て
夢
の
世
に
非
ず
、
神

は
存
在
す
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
今
書
か
ず
と
も
よ
し
、
兎
も
角

Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
○
○
○
○

も
理
想
の
人
間
、
理
想
の
国
家
、
理
想
の
社
会
、
こ
れ
等
の
事
を
十
分
考
察

し
て
記
憶
し
居
る
可
し
。
」
（
酪
・
２
．
羽
）
こ
の
「
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
」
は
何
を
意
味
す
る
か
。
自
己
の
内
奥
の
思
想
感
情
を
語
る
場
合
に
は
、

「
欺
か
ざ
る
の
記
」
全
篇
に
あ
れ
ほ
ど
生
き
生
き
し
た
思
索
を
展
開
し
た
独

歩
も
、
ひ
と
た
び
「
理
想
の
国
家
、
理
想
の
社
会
」
と
い
う
問
題
に
直
面
す

二
四

移
行
し
た
。
近
代
の
政
治
体
制
や
政
治
思
想
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
う
し
た

政
治
体
制
を
根
本
よ
り
成
り
立
た
し
め
て
い
る
個
有
人
の
内
面
的
根
拠
、
人

間
観
の
根
底
が
重
大
関
心
事
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
独
歩
に
は
「
糖
神
的
開
国

派
」
こ
そ
「
政
治
の
上
に
、
教
育
の
上
に
、
文
学
の
上
に
、
社
会
の
上
に
（
中

略
）
革
新
の
道
を
朋
拓
す
る
者
」
（
同
）
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
革
命

が
達
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
所
期
の
社
会
革
命
も
完
う
で
き
る
と
考
え

|、



る
と
、
自
信
を
も
っ
て
具
体
的
な
鯵
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
こ
と

の
何
よ
り
の
傍
証
で
は
あ
る
ま
い
か
。
後
に
独
歩
は
「
わ
が
過
去
は
熱
情
と

理
想
と
私
慾
と
の
戦
ひ
な
り
き
」
と
反
省
し
、
「
若
し
人
を
二
種
に
分
て
ば
、

は
な
さ
き

其
手
近
に
あ
る
こ
と
を
為
し
て
着
々
其
歩
を
進
め
行
く
人
と
、
常
に
鼻
頭
を

去
る
幾
尺
の
空
間
に
或
者
を
描
き
い
だ
し
、
之
れ
に
被
ら
し
む
る
に
黄
金
色

の
光
沢
を
以
て
し
て
こ
れ
を
望
見
し
て
拱
手
自
ら
楽
し
む
人
と
の
二
種
な
り

か
れ

と
す
。
渠
（
註
ｌ
独
歩
自
身
の
三
人
称
化
）
の
如
き
は
其
の
何
れ
に
属
す
、
へ
き

人
乎
」
（
わ
が
過
去
）
と
自
問
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
自
身
が
リ
ア
リ
ス
ト
で

あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
と
で
あ
る
こ
と
（
或
は
、
あ
っ
た
こ
と
）

へ
の
自
覚
で
あ
ろ
う
か
。

独
歩
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
後
の
先
進
国
を
範
型
に
日
本
の
未
来
像
を
描
い

た
が
、
彼
の
い
う
「
理
想
の
国
家
・
理
想
の
社
会
」
と
は
、
地
上
現
実
の
国

家
や
社
会
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
描
く
理
想
の
国
で
は

な
か
っ
た
か
。
か
っ
て
西
欧
の
若
い
浪
曼
派
の
詩
人
達
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に

ユ
ー
ト
ピ
ア
的
希
望
を
期
待
し
、
そ
れ
が
直
ち
に
地
上
現
実
の
革
命
運
動
に

直
結
し
て
狂
熱
的
に
革
命
的
と
な
り
、
理
想
社
会
の
実
現
を
目
前
の
幻
に
描

い
た
心
彼
ら
の
胸
に
描
い
た
「
祖
国
」
は
、
現
実
政
治
家
が
考
え
る
よ
う
な

地
上
の
権
力
国
家
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
描
く
理
想
の
世

界
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
中
野
好
夫
氏
の
言
に
よ
れ
ば
「
美
し
い
迷

９

妄
」
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
が
こ
の
明
治
日
本
の
青
年
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
に
も

い
え
は
し
ま
い
か
。
わ
れ
わ
れ
は
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
で
「
、
、
、
、
、
、

、
、
」
に
伏
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
描
く
理
想
世
界
、
或

は
そ
の
一
片
を
、
別
稿
の
「
社
会
と
人
」
の
中
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と
「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

Ⅲ
「
理
想
の
事
業
」
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

。
Ｃ
Ｑ
。

。
。
。
。

「
理
想
の
事
業
」
と
は
、
「
社
会
人
心
を
導
き
、
社
会
人
事
を
改
進
せ
し
め
、

人
生
進
歩
に
加
ふ
可
き
事
業
」
茄
・
４
．
９
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の

「
美
し
い
迷
妄
」
と
不
可
分
に
あ
る
。
以
下
、
「
社
会
と
人
」
の
中
に
そ
の

概
要
を
探
っ
て
み
よ
う
。

「
人
生
の
真
意
は
『
社
会
利
害
』
の
外
に
有
り
て
而
し
て
働
に
あ
り
。
之

れ
人
間
最
高
の
理
想
也
・
」
こ
の
「
最
高
の
理
想
」
．
こ
そ
、
「
理
想
の
事
業
」

に
終
始
一
貫
し
た
基
調
で
あ
る
。
こ
の
理
想
に
対
立
す
る
の
は
「
社
会
的
」

で
あ
る
。
「
社
会
的
と
は
何
ぞ
や
。
『
名
』
『
利
」
を
追
争
す
る
の
謂
ひ
な
り
。

凡
百
の
社
会
的
罪
悪
は
悉
く
此
の
中
よ
り
出
づ
・
」
か
く
て
「
人
類
の
進
歩

Ｏ
ｏ
Ｏ

は
常
に
社
会
的
の
為
に
妨
げ
ら
」
れ
て
き
た
。
「
「
名
と
利
」
は
限
り
あ
る
」

ゆ
え
に
「
勢
ひ
争
う
て
取
」
り
、
「
人
間
社
会
を
織
り
出
し
て
修
羅
と
な

す
。
」
そ
し
て
「
王
者
の
宮
殿
」
が
築
か
れ
る
一
方
、
他
方
で
「
隷
属
」
や

「
貧
」
の
問
題
が
起
り
、
「
社
会
貧
愚
の
懸
絶
あ
り
、
上
下
の
尊
卑
あ
り
、

不
平
等
あ
り
、
不
公
平
あ
」
る
「
社
会
的
弊
習
」
が
現
実
化
し
た
。
元
来
「
天

よ
り
賜
は
る
べ
き
人
の
霊
は
極
め
て
純
粋
無
欠
の
者
」
で
あ
り
、
人
は
「
玉

の
如
く
、
清
き
泉
の
如
き
、
天
使
の
如
き
、
心
と
情
と
霊
を
以
て
此
世
に
来

・
Ｃ
Ｏ

り
た
れ
ど
、
」
「
次
第
に
社
会
的
に
同
化
せ
ら
れ
つ
つ
進
」
み
、
「
遂
に
再
び

○
○
○

此
の
社
会
的
を
打
破
り
て
先
の
玉
の
如
き
泉
の
如
き
天
使
と
な
る
能
は
」
ず
、

「
社
会
に
没
入
し
て
遂
に
社
会
を
率
ゆ
る
能
は
ざ
る
」
結
果
と
な
る
。
そ
こ

で
吾
人
は
「
社
会
に
没
入
」
す
る
こ
と
な
く
、
「
社
会
的
の
以
外
に
立
つ
」

二
五

で
あ
ろ
う
。



こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
「
理
想
の
上
に
立
」
ち
、
「
能
く
社
会
人
類
を
導
」

き
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
理
想
の
規
範
は
「
紛
を
名
利
の
中
に
何
事
も
為
す
能
は
ざ
る
」
過
去

の
歴
史
や
習
慣
に
求
め
る
の
で
は
な
い
。
「
只
せ
ま
く
る
し
き
過
去
の
歴
史

の
み
か
へ
り
見
ず
し
て
永
久
の
前
途
を
見
よ
。
」
「
永
久
の
前
途
」
と
は
、
「
無

名
、
無
功
、
無
私
の
中
に
万
物
運
行
し
て
其
の
宜
し
き
を
得
、
美
と
な
り
、

善
と
な
り
、
真
と
な
る
」
と
こ
ろ
の
「
天
地
自
然
力
」
の
「
永
久
の
前
途
」

で
あ
る
。
「
人
間
の
理
想
」
を
「
其
の
自
然
力
の
形
態
の
如
く
な
ら
し
め
」

る
こ
と
ｌ
こ
こ
に
そ
の
規
範
は
求
め
ら
れ
た
。
「
自
然
を
し
て
最
後
の
行

司
た
ら
し
め
よ
。
人
間
の
本
来
の
性
情
の
上
に
於
て
、
人
間
の
上
に
人
間
を

か
く
の
ご
と
し

置
く
を
許
さ
ず
。
欧
州
に
於
て
民
主
政
の
発
達
せ
る
も
亦
如
此
・
・
人
為
を
以

て
『
人
」
を
不
平
等
に
な
し
得
る
者
と
信
ず
る
が
故
に
野
心
起
り
、
嫉
妬
起

る
。
『
人
』
は
其
価
値
に
於
て
凡
て
平
等
な
り
。
何
と
な
れ
ば
「
人
』
の
価

値
を
定
る
は
其
の
『
人
』
の
『
生
存
の
価
値
』
に
於
け
る
信
仰
の
如
何
に
よ

る
な
る
が
故
に
、
社
会
的
の
標
準
は
一
つ
も
取
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
」

か
く
て
「
此
の
自
然
力
を
神
に
帰
し
、
其
の
神
の
意
に
よ
り
て
働
く
」
の
が
、

か
‐
〃

か
な

「
彼
の
心
霊
が
有
す
る
理
想
に
尤
も
適
ふ
」
生
き
方
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

「
物
質
的
の
事
業
に
働
く
人
は
則
ち
『
物
質
的
」
と
『
精
神
的
』
の
一
致

の
為
に
側
」
き
、
「
「
物
質
的
」
生
業
に
働
く
と
「
精
神
的
』
の
事
業
に
働
く

な
ん
ぢ

か

と
を
問
わ
ず
、
其
の
働
く
雨
が
「
存
在
』
は
必
ず
彼
の
理
想
の
上
に
立
」

す
く

ち
、
「
凡
て
の
人
、
「
人
類
』
を
造
り
、
凡
て
の
人
の
合
同
の
仕
事
」
に
よ

こ
ル
ー
』
Ⅱ
と

っ
て
、
「
入
悉
く
愛
と
美
と
真
の
上
に
立
つ
」
理
想
界
へ
「
此
人
類
社
会
全

体
」
を
到
達
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
一
一
〈

こ
う
し
た
「
黄
金
時
代
」
は
待
ち
望
む
の
で
は
な
く
、
日
本
が
新
し
い
歴

史
を
踏
み
出
し
た
こ
の
明
治
の
世
に
こ
そ
、
「
社
会
人
民
を
率
ゐ
て
、
」
人
類

の
進
歩
を
常
に
妨
げ
て
き
た
「
「
社
会
的
」
を
刈
除
」
し
、
「
此
人
類
社
会
を

し
て
進
歩
し
て
此
の
理
想
界
に
達
し
得
ゞ
へ
か
ら
し
む
る
」
た
め
に
働
く
の
で

⑩

あ
る
。
こ
こ
に
「
理
想
の
事
業
」
の
真
意
が
あ
る
（
以
上
、
「
社
会
と
人
」
よ
り
）
㈲

だ
か
ら
こ
そ
独
歩
は
「
我
国
民
を
し
て
真
理
理
想
に
由
て
立
つ
の
国
民
た
ら

さ
き
が
け

し
め
、
我
国
運
を
し
て
世
界
人
類
の
魁
た
ら
し
め
ん
」
（
恥
：
２
．
ｍ
）
と
志

し
て
政
界
に
立
と
う
と
し
た
の
だ
。

一
方
、
「
文
学
を
以
て
事
業
と
成
す
」
（
妬
・
４
・
型
）
と
自
己
に
命
じ
た
独

を
し
へ

歩
に
と
っ
て
、
「
文
学
の
効
用
は
一
に
教
、
二
に
慰
」
（
家
庭
文
学
）
で
あ
っ

た
。
詩
人
・
文
学
者
は
「
詩
眼
を
以
て
、
「
人
間
は
如
何
に
生
活
す
§
へ
き

か
』
、
（
国
。
弓
。
ご
耳
。
）
て
ふ
問
題
に
付
て
感
得
し
た
る
理
想
を
ぱ
、
詩
情
を

以
て
詩
文
に
現
は
し
、
以
て
同
胞
人
類
を
真
理
と
善
徳
に
導
く
べ
き
使
命
を

有
す
る
（
中
略
）
人
類
の
師
」
（
旧
家
文
学
と
は
何
ぞ
）
で
あ
る
と
価
値
づ
け

ら
れ
た
。
文
学
は
社
会
人
心
を
そ
の
内
面
か
ら
か
の
真
理
理
想
に
導
き
、
政

治
は
体
制
の
変
革
に
よ
っ
て
か
の
理
想
界
に
到
達
せ
し
め
る
た
め
の
、
と
も

に
「
理
想
の
事
業
」
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

Ⅳ
小
民
史
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

独
歩
は
政
治
か
文
学
か
の
迷
い
に
自
ら
解
決
を
下
す
よ
り
先
に
、
生
活
上

の
理
由
か
ら
政
治
に
接
近
し
、
明
治
妬
年
２
月
、
自
由
党
の
機
関
紙
「
自
由
」

の
社
員
に
な
っ
た
。
し
か
し
絶
対
専
制
権
力
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ

た
こ
の
自
由
党
に
、
独
歩
の
「
大
革
命
」
の
理
想
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。

／



か
れ

独
歩
は
自
由
党
を
「
乾
燥
極
ま
る
政
党
」
と
難
じ
、
「
渠
等
政
党
員
等
は
ク

ロ
ン
ウ
ヱ
ル
を
知
ら
ず
ミ
ル
ト
ン
を
知
ら
ず
し
て
自
由
を
談
じ
、
ユ
ー
ゴ
ー

を
読
ま
ず
し
て
社
会
問
題
を
解
か
ん
と
す
る
の
輩
な
り
、
故
に
染
等
の
愛
国

は
愛
国
を
愛
国
す
る
な
り
、
渠
等
は
国
民
を
只
だ
法
律
憲
法
に
由
て
取
り
扱

ふ
の
他
を
知
ら
ざ
る
な
り
、
」
（
調
・
２
・
岨
）
と
失
望
し
、
「
吾
は
急
進
党
、

理
想
的
革
新
党
の
起
ら
ざ
る
以
上
は
、
現
今
の
政
党
も
此
の
ま
虫
に
て
は
遂

に
吾
が
敵
た
る
を
知
り
た
り
、
」
（
同
）
「
薩
長
は
閥
を
以
て
腐
り
、
自
由
党

は
閥
を
以
て
腐
り
、
改
進
党
は
閥
を
以
て
腐
り
、
日
本
政
界
は
日
に
益
々
腐

朽
に
進
み
っ
上
あ
る
な
り
。
」
（
溺
・
４
・
略
）
と
嘆
じ
て
い
る
。
そ
し
て
「
予

言
者
出
で
よ
、
革
命
来
れ
」
（
同
）
と
切
望
し
た
。

近
代
の
政
治
形
態
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
う
し
た
政
治
形
態
を
成
り
立
た

し
め
る
個
灸
人
の
内
面
的
根
拠
、
人
間
観
の
根
本
を
革
命
の
源
泉
と
し
て
重

視
し
た
独
歩
に
と
っ
て
、
ミ
ル
ト
ン
、
ユ
ー
ー
コ
ー
云
々
は
、
単
に
読
書
の
問

題
で
は
な
く
て
、
革
命
の
理
想
や
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
の
欠
如
へ
の
批
判
に
通

ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
独
歩
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
立
憲
君
主
制

へ
の
日
本
の
進
路
が
決
定
し
て
高
い
理
想
よ
り
も
実
際
上
の
政
策
・
政
論
よ

り
も
政
治
家
と
し
て
の
地
位
を
重
視
し
た
政
界
の
動
向
が
、
閥
に
よ
っ
て
腐

敗
し
た
空
し
い
権
勢
争
い
と
し
て
の
み
彼
の
目
に
映
じ
た
の
も
、
決
し
て
ふ

し
ぎ
で
は
な
い
・

自
己
の
理
想
を
実
現
す
る
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
ぼ
つ
か
な
く
、
「
急

進
党
、
理
想
的
革
新
党
」
も
見
出
せ
ず
、
「
現
今
の
政
党
」
が
す
べ
て
「
敵
」

で
あ
れ
ば
、
理
想
の
事
業
を
政
治
的
制
度
的
に
推
進
す
る
方
法
も
、
社
会
的

勢
力
も
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
の
は
、
理
想
を
追
う
情
熱
の
み
強
く
て
、
そ

国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と
「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

の
推
進
基
盤
も
な
く
、
独
り
革
命
を
切
望
す
る
焦
燥
感
の
み
で
あ
る
。
革
命

的
情
熱
も
理
想
も
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
．
ム
も
欠
如
し
た
「
乾
燥
極
ま
る
政
党
」
に

あ
っ
て
は
、
「
政
治
的
」
と
は
「
即
ち
野
心
的
・
名
利
的
・
肉
慾
的
」
（
妬
．

２
・
岨
）
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
現
今
の
政
党
」
の
「
政
治
的
」
が
そ
の
よ

う
な
も
の
で
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
を
拒
否
し
、
そ
の
よ
う
な

「
政
治
的
‐
｜
の
外
側
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
「
理

想
の
足
場
」
と
な
る
「
政
治
的
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
、
「
政
党
」
に
も
遭

遇
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
面
、
自
ら
が
「
政
治
的
」
た
る
こ
と
へ
の

全
面
的
否
定
へ
と
進
ま
ざ
る
を
え
な
い
と
考
へ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
独

に
く

歩
が
「
吾
政
界
を
悪
む
に
非
ざ
る
も
、
吾
は
政
界
に
立
つ
以
上
は
や
叉
も
す

れ
ば
権
勢
を
愛
し
、
虚
栄
を
願
ふ
為
め
に
狂
弄
す
る
を
免
ぬ
が
れ
ず
」
（
郡
・

孝

３
．
皿
）
と
考
え
、
政
界
を
去
っ
て
「
人
間
の
教
師
」
と
し
て
文
学
に
志
そ
う

と
し
た
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
。

「
人
間
的
」
と
「
政
治
的
」
と
を
全
体
的
統
一
的
に
追
求
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
一
方
の
「
政
治
的
」
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
す
れ
ば
、
「
人
間
」

を
唯
一
の
旗
印
に
し
て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

政
界
、
即
ち
空
し
い
名
利
・
野
心
・
権
勢
争
い
の
「
虚
栄
城
中
」
（
妬
。

３
．
虹
）
か
ら
身
を
引
い
て
、
「
人
間
」
を
唯
一
の
旗
印
に
掲
げ
た
独
歩
の
眼

は
ど
こ
に
向
け
ら
れ
、
ど
こ
に
一
‐
人
間
」
の
真
実
を
求
め
た
か
。
彼
の
求
め

た
の
は
、
そ
う
し
た
名
利
・
野
心
・
権
勢
・
虚
栄
、
社
会
利
害
：
．
…
な
ど
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
の
も
の
と
一
切
無
縁
の
人
生
で
あ
っ
た
。
「
政
治
」
を
離

れ
、
「
大
革
新
」
の
事
業
に
投
ず
る
こ
と
を
断
念
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が

ゆ
え
に
、
当
初
か
ら
そ
の
理
想
と
す
る
「
「
社
会
利
害
」
の
外
に
有
り
て
而

二
七

、



－－

し
て
働
に
あ
」
る
人
生
を
、
現
実
に
あ
る
存
在
の
中
に
追
求
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
対
象
は
単
に
空
想
や
詩
想
の
所
産
で
は
な
く
、
「
か
の
三
家

村
里
、
若
し
く
は
佐
賀
村
岩
城
山
下
の
同
胞
人
類
」
（
妬
・
３
．
幻
）
と
い
う

現
実
的
存
在
で
あ
る
。
「
野
に
生
れ
て
野
に
死
し
、
村
に
生
れ
て
村
に
死
し
、

生
れ
て
河
に
手
を
洗
ひ
、
死
し
て
岸
に
葬
ら
る
呉
吾
が
愛
す
可
き
同
胞
よ
／
、
。

バ
ア
’
一
チ
ー
に
苦
み
た
る
心
を
転
じ
て
静
か
に
御
身
が
一
生
を
思
ふ
時
は
、

始
め
て
人
生
の
真
面
目
な
る
楽
を
悟
る
也
。
深
き
意
味
を
感
ず
る
也
。
」

（
妬
弛
ｎ
．
皿
）
こ
こ
に
彼
は
「
『
社
会
利
害
」
の
外
に
有
り
て
而
し
て
働
」

く
人
生
の
具
現
者
を
現
実
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
間
像
の
総

称
が
所
謂
「
小
民
」
で
あ
っ
た
。

人
は
よ
り
好
ま
し
い
人
間
像
を
自
己
の
具
体
的
周
囲
に
発
見
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
真
に
上
’
－
－
マ
’
一
ス
テ
ィ
ッ
ク
た
り
う
る
し
、
文
学
者
な
ら
そ
れ

を
描
き
造
型
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
人
間
形
質
を
そ
れ
に
近
い
存
在

へ
と
形
づ
く
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
現
実
の
体
制
の
中
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
し
か
見
出
せ
ぬ
者
が
、

「
『
社
会
利
害
」
の
外
に
有
り
て
而
し
て
側
に
あ
」
る
人
生
を
具
体
的
現
実

の
中
に
見
出
し
得
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
実
の
支
配
機
構
か
ら
は
み
出
し

た
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
存
在
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
の
社
会
体
制

を
舞
台
に
活
躍
す
る
連
中
は
、
彼
に
と
っ
て
は
何
ら
か
の
形
で
「
社
会
利

害
」
や
「
虚
栄
城
中
」
に
つ
な
が
る
存
在
で
し
か
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

独
歩
の
描
く
作
中
人
物
の
多
く
が
、
近
代
文
明
と
無
縁
な
太
古
さ
な
が
ら
の

自
然
に
生
き
る
人
々
か
、
世
俗
に
染
ま
い
純
粋
無
垢
の
少
年
で
あ
っ
た
り
、

社
会
か
ら
置
き
去
ら
れ
た
下
積
み
の
貧
し
い
入
倉
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
支
配

ﾀ

二
八

機
構
の
中
に
あ
っ
て
も
功
名
と
は
縁
遠
い
片
隅
で
趣
味
に
生
き
甲
斐
を
見
出

す
平
凡
人
で
あ
る
の
は
、
以
上
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
「
理
想
の
事

業
」
を
追
い
求
め
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
の
人
と
、
片
隅
に
生
き
る
無
名
の
民
衆
と

は
、
《
弓
社
会
利
害
」
の
外
に
有
り
て
而
し
て
働
に
あ
」
る
人
生
》
を
共
通

項
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｖ
そ
の
文
学
的
本
質

「
多
く
の
歴
史
は
虚
栄
の
歴
史
な
り
、
（
’
一
テ
ィ
ー
の
記
録
な
り
。
人
類

真
の
歴
史
は
山
林
海
浜
の
小
民
に
問
へ
、
哲
学
史
と
文
学
史
と
政
権
史
と
文

明
史
の
外
に
小
民
史
を
加
へ
よ
、
人
類
の
歴
史
始
め
て
全
か
ら
ん
。
：
：
．
・
・
・
．

（
中
略
）
…
…
（
人
間
心
霊
、
ヒ
ュ
マ
’
一
テ
ィ
ー
の
叫
声
を
記
録
せ
よ
）
、
。
：

…
（
中
略
）
…
…
伝
記
は
断
じ
て
歴
史
よ
り
貴
し
。
』
屍
・
３
・
皿
）

守
年

こ
の
「
小
民
」
へ
の
肯
定
性
は
、
一
面
か
ら
見
れ
ば
、
名
利
・
野
心
・
虚

栄
・
社
会
利
害
と
い
っ
た
否
定
的
側
面
と
無
縁
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
の

消
極
的
肯
定
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
事
実
、
「
小
民
」
そ
れ
自
体
は
現
実
を
変

革
し
て
理
想
を
実
現
す
る
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
主
で
は
な
く
、
独
歩
も

そ
う
い
う
捉
え
方
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
小
民
」
は
独
歩
に

と
っ
て
好
ま
し
い
人
間
像
で
は
あ
っ
て
も
、
理
想
を
追
求
す
る
主
体
の
人
た

る
人
間
像
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
を
単
に
消
極
的
肯
定
と
の
み
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
。
こ

こ
に
は
一
つ
の
《
発
見
》
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
空
知
川
の
岸
辺
」
に
お
け

る
三
浦
屋
旅
館
の
主
人
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
独
歩
は
見
ず
知
ら
ず
の
自
分

に
「
十
年
の
交
友
」
の
ご
と
く
親
切
を
尽
く
す
主
人
か
ら
、
「
世
界
を
家
と



な
し
到
る
処
に
其
故
郷
を
見
出
す
程
の
人
」
を
心
に
描
き
、
直
接
そ
の
略
伝

を
聞
い
て
い
よ
い
よ
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
「
よ

し
ゃ
余
が
思
ふ
所
の
人
物
は
、
此
主
人
よ
り
推
し
て
更
ら
に
余
自
身
の
空
想

、
、

、
、

、
、

を
加
へ
て
化
成
し
た
る
者
に
せ
よ
、
彼
は
よ
く
自
由
に
よ
く
独
立
に
、
社
会

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‐
、
、
、
、
、
、

に
住
ん
で
社
会
に
圧
せ
ら
れ
ず
、
無
窮
の
天
地
に
介
在
し
て
安
ん
ず
る
処
あ

り
、
海
を
も
山
を
も
原
野
を
も
将
た
市
街
を
も
、
我
物
顔
に
横
行
潤
歩
し
て

、
、
、
、

少
し
も
屈
托
せ
ず
、
天
涯
地
角
到
る
処
に
花
の
香
し
き
を
嗅
ぎ
、
人
情
の
温

、
、

か
き
に
住
む
、
げ
に
男
は
す
毒
へ
か
ら
く
此
の
如
く
し
て
男
と
い
ふ
ゞ
へ
き
で
は

あ
る
ま
い
か
。
」
、
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
我
灸
は
、
独
歩

が
め
ざ
し
て
い
た
「
独
立
不
蕊
」
「
平
和
満
足
」
「
自
由
」
（
帰
去
来
）
な
る

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
理
想
像
が
、
「
小
民
」
的
人
間
像
に
微
妙

に
つ
な
が
り
合
わ
さ
っ
て
、
ふ
し
ぎ
と
調
和
さ
れ
た
人
間
像
の
一
典
型
を
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
後
こ
う
し
た
人
物
は
彼
の
作
中
に
あ
ま
り
出
て
こ

な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
独
歩
に
今
後
の
進
み
方
を
示
唆
す
る
記
念
す
べ

き
出
会
い
で
あ
り
、
発
見
で
も
あ
っ
た
。

・
で
は
、
独
歩
が
「
小
民
」
的
人
間
像
の
内
奥
に
見
出
し
た
人
間
的
真
実
は

何
で
あ
っ
た
か
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
利
害
、
栄
辱
得
喪
・
名
利
野
心
・
虚

偽
‐
虚
飾
・
虚
栄
、
等
禽
の
一
切
を
否
定
し
、
そ
れ
ら
か
ら
脱
皮
し
た
と
こ

ろ
に
見
出
さ
れ
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
人
間
と
し
て
最
も
自
然
な
生
き
方

で
あ
ろ
う
。
或
は
純
粋
に
内
か
ら
お
の
ず
と
生
ま
れ
出
よ
う
と
す
る
も
の
を

生
き
る
、
本
来
あ
る
・
へ
き
自
然
の
ま
ま
の
生
と
で
も
い
お
う
か
。
独
歩
は
こ

れ
を
「
ヒ
ュ
マ
’
一
‘
テ
ィ
ー
の
自
然
」
（
配
・
３
・
皿
）
と
呼
ん
だ
。

独
歩
は
こ
の
「
ヒ
ュ
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
自
然
」
を
「
小
民
」
の
人
生
の
中
か

・
国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と
「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

ら
発
掘
し
、
そ
し
て
こ
の
ヒ
ュ
マ
↓
一
テ
ィ
ー
の
自
然
」
に
基
づ
く
生
き
方
の

中
に
「
「
人
間
は
い
か
に
生
活
す
べ
き
か
」
（
国
。
弓
さ
ば
く
の
）
て
ふ
理
想
、
」

す
な
わ
ち
「
愛
と
誠
と
労
働
の
真
理
」
（
配
‐
３
・
皿
）
を
認
め
て
こ
れ
を
書

き
記
し
、
社
会
人
心
に
訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
も
は
や
政

治
家
の
仕
事
で
も
新
聞
記
者
の
仕
事
で
も
な
い
。
歴
史
家
の
仕
事
で
も
な
・
い
・

そ
れ
は
詩
人
・
作
家
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
「
伝
記
は
断
じ
て
歴
史
よ
り
も
貴

し
」
と
い
う
独
歩
に
と
っ
て
、
「
伝
記
」
と
は
も
っ
と
広
義
に
お
け
る
、
一

つ
の
魂
が
い
か
に
生
き
た
か
の
記
録
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
独
歩
は
こ

こ
に
「
理
想
の
事
業
」
の
活
路
を
ひ
ら
い
た
。
そ
し
て
「
源
を
ぢ
」
に
始
ま

っ
て
「
竹
の
木
戸
」
に
至
る
一
連
の
作
品
こ
そ
、
こ
の
試
み
の
結
実
で
あ
っ

た
。

む
ろ
ん
彼
に
は
生
活
設
計
上
の
問
題
や
、
「
た
Ｎ
文
芸
の
為
め
に
文
芸
に

埋
れ
度
く
あ
り
ま
せ
ん
、
」
（
奈
何
に
し
て
小
説
家
と
な
り
し
乎
）
と
い
う
彼
一

流
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
基
づ
く
文
学
へ
の
対
し
方
等
の
理
由
で
、
生
活

に
好
余
曲
折
が
あ
る
。
決
し
て
文
学
一
筋
に
生
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
い
か
な
る
伝
記
上
の
事
実
を
こ
こ
に
対
置
し
て
み
て
も
、
や
は

り
彼
は
「
詩
神
と
の
交
通
に
由
り
て
、
」
蒟
・
７
．
翌
「
ヒ
ュ
マ
｝
一
テ
ィ

ー
の
自
然
の
声
」
に
基
づ
く
「
愛
と
誠
と
労
働
の
真
理
」
の
発
掘
に
、
自
己

の
最
高
の
使
命
を
設
定
し
て
い
た
事
実
ぞ
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
潔
の
半
生
」
「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
「
神
の
子
」
「
悪
魔
」

等
の
一
連
の
作
は
、
自
己
の
作
家
的
資
質
を
保
持
す
る
た
め
の
作
家
自
身
の

内
面
の
告
白
ｌ
作
家
が
自
ら
作
家
た
り
う
る
た
め
の
苦
悩
の
告
白
に
他
な

ら
な
い
。
独
歩
は
「
人
間
心
霊
の
叫
声
を
聴
き
て
世
を
教
へ
ん
と
希
望
す
る

二
九

骨
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凸
１



な
ん
ぢ

者
は
、
爾
自
ら
先
づ
霊
の
命
を
得
く
し
。
」
（
恥
・
３
・
皿
）
と
い
う
。
そ
れ

は
い
か
に
し
て
可
能
だ
っ
た
か
。
即
ち
「
人
震
」
を
脱
し
て
「
自
然
」
と
相

面
し
、
再
び
「
人
簑
」
に
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

す

、
す
で

「
捷
み
馴
れ
た
る
土
地
に
有
り
て
は
、
巳
に
周
囲
の
事
物
に
馴
れ
て
人
は

容
易
に
人
生
の
意
味
を
感
獲
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
」
（
入
郷
記
）
そ
れ
は

、
、
、

な
ぜ
か
。
そ
れ
は
こ
の
社
会
が
「
社
会
的
の
充
塞
せ
る
社
会
」
（
社
会
と
人
）

で
あ
っ
て
、
「
社
会
的
の
力
に
よ
り
て
之
れ
に
偽
悪
の
表
衣
を
被
」
（
同
）
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
馴
れ
て
周
囲
に
「
同
化
」
さ
れ
る
と
新
鮮
な
感
受
性
を
失
い
、

「
偽
悪
の
表
衣
」
に
眩
惑
さ
れ
て
「
霊
の
眼
」
も
閉
じ
て
「
人
性
」
の
本
質

を
見
失
う
た
め
で
あ
る
。
こ
の
埋
没
状
態
か
ら
の
「
霊
の
覚
醒
剤
」
は
、
ひ
と

ま
ず
「
人
壹
を
脱
し
て
無
言
冥
有
無
窮
幽
玄
な
る
自
然
と
面
を
相
接
」
（
配
・

叩
・
９
）
し
て
、
世
俗
の
塵
を
洗
い
落
と
し
、
純
粋
な
自
我
と
霊
の
命
を
回

復
し
、
忽
然
と
再
び
「
人
簑
に
投
ず
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
他
の
世

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

界
よ
り
人
間
の
世
に
降
り
し
が
如
き
感
を
燃
し
、
胸
と
ど
ろ
か
せ
、
心
に
あ

や
し
き
喜
び
覚
え
て
、
珍
ら
し
げ
に
あ
た
り
を
見
廻
す
」
（
潔
の
半
生
）
と
き
、

彼
は
「
偽
悪
の
表
衣
」
が
洗
い
落
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
純
粋
な

人
性
の
本
質
の
み
を
、
直
観
的
に
照
ら
し
出
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
「
而
し
て
其
時
、
彼
は
最
も
よ
く
人
情
を
観
、
自
然
を
観
、
人
生
を

観
る
が
如
し
、
此
時
見
た
る
者
は
決
し
て
忘
る
る
能
は
ず
、
常
に
彼
の
心
の

底
に
岩
清
水
の
如
く
ひ
そ
み
居
て
、
時
あ
り
て
涙
と
共
に
、
静
か
に
流
れ
出

づ
・
」
（
同
）
こ
の
「
岩
清
水
の
如
く
ひ
そ
み
居
て
、
時
あ
り
て
涙
と
共
に
、

静
か
に
流
れ
出
づ
」
る
も
の
こ
そ
、
独
歩
の
文
学
的
源
泉
で
あ
っ
た
。

現
実
の
動
向
の
中
に
否
定
的
な
エ
レ
メ
ン
ト
し
か
見
出
し
え
な
か
っ
た
独

歩
は
、
「
社
会
的
」
と
は
「
名
利
追
争
」
の
別
名
で
あ
り
、
「
社
会
生
存
」
と
は
理

想
と
対
立
す
る
「
社
会
的
弊
習
」
や
「
社
会
利
害
」
へ
の
埋
没
に
他
な
ら
ぬ

と
す
る
発
想
か
ら
、
な
が
く
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
、

彼
が
自
己
の
肯
定
す
る
人
間
像
を
「
社
会
的
」
を
は
ぎ
取
っ
た
と
こ
ろ
に
見

出
さ
れ
る
存
在
と
し
て
描
い
た
の
も
当
然
な
ら
、
「
社
会
的
」
の
中
に
規
範

を
見
出
し
え
な
か
っ
た
彼
が
、
天
地
自
然
に
介
在
す
る
人
間
像
を
よ
り
多
く

描
い
て
き
た
の
も
、
あ
な
が
ち
ふ
し
ぎ
で
は
な
い
。
今
日
の
我
々
に
「
時
代

⑪

を
起
え
た
、
あ
る
一
つ
の
打
情
」
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
は
、
一
つ
と
し
て
右

の
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
は
虚
偽
と
か
虚
飾
と
か
い
っ
た
所
謂
「
社
会
的
」
の

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
エ
レ
メ
ン
ト
か
ら
洗
い
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
世
俗
の
汚
醜

を
拒
否
し
て
立
つ
何
か
し
ら
人
間
の
魂
の
最
も
清
純
に
し
て
ナ
イ
ー
ヴ
な
も

の
、
人
間
性
の
根
源
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
触
れ
る
こ
と
ｌ
ｌ
彼
の
作
品
か

ら
受
け
る
杼
情
の
感
銘
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

か
っ
て
独
歩
自
ら
が
小
民
史
の
提
岫
に
先
行
し
て
「
『
議
会
』
文
学
」
で
奨

励
し
た
政
治
小
説
は
、
つ
い
に
独
歩
自
身
の
手
で
創
作
さ
れ
な
か
っ
た
。
青

年
時
代
、
理
想
の
実
現
を
め
ざ
す
真
に
肯
定
さ
る
べ
き
現
実
的
あ
り
方
に
め

ぐ
り
会
え
ず
、
「
政
治
的
」
「
社
会
的
」
の
全
面
的
否
定
へ
傾
い
た
地
点
か
ら
、

「
山
林
海
浜
の
小
民
」
へ
共
鳴
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
は

「
国
民
の
反
映
」
が
「
虚
栄
城
中
」
に
堕
落
し
た
現
実
を
批
判
者
の
視
点
か

ら
再
現
し
て
い
く
一
階
梯
を
飛
び
越
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
「
窮
死
」
「
竹
の
木
戸
」
等
の
「
自
然
主
義
的
」
と
い
わ
れ
た
作

が
い
か
に
し
て
生
れ
た
か
。
作
風
が
一
変
し
た
の
で
は
な
く
、
「
こ
れ
ま
で
、

⑫

独
歩
の
作
品
の
中
に
出
な
か
っ
た
も
の
が
出
て
き
た
」
の
だ
と
私
も
観
る
。

三

○



「
潔
の
半
生
」
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
等
に
告
白
さ
れ
た
人
間
的
実
存
の
自
覚

に
基
づ
く
ポ
エ
ジ
ー
は
、
当
然
「
窮
死
」
等
の
社
会
的
モ
チ
ー
フ
を
も
っ
た
文

学
を
生
む
源
泉
と
も
な
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
独
歩
文
学
の
源
泉
は
ワ
ー
ズ

ワ
ー
ス
的
ポ
エ
ジ
ー
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
彼
は
単
に
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス

的
世
界
の
み
に
始
終
し
た
の
で
は
な
い
。
「
古
よ
り
同
情
こ
ま
や
か
な
る
詩

人
達
が
農
夫
野
人
を
見
て
歌
ひ
し
詩
も
到
底
是
れ
詩
人
の
感
情
に
し
て
、
た

ま
ｊ
、
農
夫
野
人
は
其
感
情
の
寄
託
物
と
な
り
し
の
み
。
」
（
潔
の
半
生
）
「
外

、

部
よ
り
其
人
物
を
観
察
す
る
の
み
に
非
ず
、
」
「
其
人
の
内
に
入
り
て
」
「
此

世
界
を
見
ん
こ
と
を
願
」
（
凡
人
の
伝
）
っ
た
独
歩
は
、
古
今
の
詩
に
対
す
る

右
の
よ
う
な
批
判
も
し
て
い
る
。
「
小
民
」
は
明
治
日
本
の
現
実
社
会
に
生
‐

き
る
具
体
的
な
人
間
群
像
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
が
真
に
「
ヒ
ュ
マ
’
一
テ
ィ
ー

の
自
然
」
に
基
づ
く
生
き
方
を
小
民
の
真
情
の
中
に
偽
り
な
く
追
求
し
て
い

こ
う
と
す
れ
ば
、
小
民
を
、
彼
ら
の
生
活
し
て
い
る
舞
台
ｌ
明
治
日
本
の

現
実
の
中
で
い
か
に
追
求
す
る
か
と
い
う
課
題
と
向
か
い
合
っ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。
一
切
の
虚
偽
虚
飾
を
脱
皮
し
た
「
ヒ
ュ
マ
’
三
ノ
ィ
ー
の
自
然
」

へ
の
素
朴
な
感
動
か
ら
さ
ら
に
歩
を
進
め
、
そ
う
し
た
「
ヒ
ュ
マ
ニ
テ
ィ
ー

の
自
然
」
に
基
づ
く
生
き
方
を
、
歴
史
的
現
実
の
中
で
い
か
に
追
求
し
て
い

く
か
ｌ
そ
れ
は
初
期
の
「
二
少
女
」
以
来
、
独
歩
文
学
の
中
に
埋
も
れ
て

い
た
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
。
彼
が
「
人
生
の
哀
感
」
に
感
じ
入
り
、
そ
の
「
哀

、
、

感
」
の
中
に
、
人
間
本
来
の
性
情
に
根
ざ
す
そ
れ
と
は
異
質
な
、
と
い
っ
て

語
弊
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
別
な
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
、
た
と
え
ば
現
実
の
歪

み
や
矛
盾
に
苦
し
め
ら
れ
る
が
ゆ
え
の
暗
愁
や
悲
惨
に
眼
を
向
け
る
と
き
、

「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」
「
源
を
ぢ
」
「
潔
の
半
生
」
等
に
見
せ
た
あ
の
ピ
ュ
ー
マ

国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と
「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

ニ
ズ
ム
が
、
ど
う
し
て
何
の
感
応
も
示
さ
ぬ
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し

て
、
そ
の
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
心
情
が
、
彼
の
胸
間
か
ら
「
涙
と
共

に
」
流
れ
出
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
何
か
の
契
機
さ
え
あ
れ
ば
、

現
れ
出
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
た
上
え
そ
の
悲
惨
の
背
後

の
社
会
矛
盾
の
実
体
ま
で
は
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
Ｉ
。

「
或
日
大
久
保
へ
帰
る
途
中
に
て
悲
惨
な
る
櫟
死
者
の
最
後
を
目
撃
し
て
、

帰
途
余
は
彼
の
心
事
を
思
ひ
て
、
ホ
ロ
ホ
ロ
と
泣
き
な
が
ら
家
に
帰
れ
り
。

其
時
の
感
想
を
材
料
と
し
て
、
自
殺
者
の
余
儀
な
き
運
命
を
描
き
た
る
が
即

ち
『
窮
死
」
一
篇
な
り
。
筆
を
執
っ
て
も
余
は
泣
き
つ
つ
害
け
り
。
」
（
病
肱

録
）

こ
こ
に
告
白
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
心
情
の
通
う
涙
は
、

、
、

「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」
や
「
潔
の
半
生
」
に
お
け
る
そ
れ
と
決
し
て
異
質
の
も

の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
「
窮
死
」
は
決
し
て
「
自
然
主
義
風
」
の
「
平

⑬

面
的
な
写
実
作
品
」
で
は
な
い
。
む
し
ろ
私
は
「
も
つ
と
自
然
に
、
社
会
性

ま
で
発
展
し
て
い
く
必
然
性
を
備
え
た
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
な
か
っ
た

⑭

だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
疑
問
の
提
出
に
、
一
つ
の
視
点
と
し
て
賛
意
を
表
し

た
い
。
「
窮
死
」
は
な
る
ほ
ど
心
理
描
写
が
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
か
も
し
れ

ぬ
が
、
そ
れ
は
独
歩
の
健
康
の
衰
え
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

⑮
↑

「
心
理
的
考
察
を
省
略
」
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
こ
の
作
に
は
、
車
夫

か
ら
虫
け
ら
扱
い
さ
れ
た
下
層
労
働
者
の
内
に
う
っ
積
し
て
い
る
、
人
間
と

し
て
の
自
己
主
張
や
、
彼
ら
の
間
の
人
間
的
な
愛
情
の
交
流
、
さ
ら
に
こ
の

愛
情
の
交
流
を
通
じ
て
仲
間
と
し
て
の
人
間
的
な
連
帯
感
や
、
彼
ら
の
味
方

と
い
え
ば
同
じ
労
働
者
仲
間
だ
け
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
作
者
は
彼
ら
へ
上



口
ユ
ー
マ
’
一
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
共
感
を
通
わ
せ
つ
つ
描
い
て
い
る
。
し
か
も
独
歩

の
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
は
、
同
情
や
い
た
わ
り
の
心
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
そ

う
し
た
同
情
や
善
意
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
限
界
を
見
落
し
て
い
な
い

し
、
社
会
へ
の
批
判
の
限
も
忘
れ
な
い
。
肺
病
や
み
の
文
公
は
自
殺
し
た
。

文
公
の
唯
一
の
救
い
は
死
そ
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
本
来
な
ら
文
公
の

救
い
と
な
る
べ
き
養
育
院
の
話
は
、
こ
こ
で
は
社
会
保
証
制
度
の
不
備
に
対

す
る
暗
黙
の
抗
議
で
あ
る
。
，

独
歩
は
二
人
の
櫟
死
者
を
別
含
に
目
撃
し
た
だ
け
で
、
そ
の
背
後
に
あ
る

悲
惨
を
こ
の
よ
う
に
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
思
い
合
わ
せ
る
と
き
、

も
し
独
歩
が
犯
歳
の
若
さ
で
世
を
去
ら
な
か
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
、
そ
の
純

粋
感
情
の
発
動
か
ら
出
発
す
る
独
歩
文
学
の
清
新
な
生
命
力
を
存
続
さ
せ
つ

つ
、
そ
の
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
純
粋
感
情
を
源
泉
と
し
て
、
批
判
的

リ
ア
リ
ズ
ム
へ
発
展
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
思

い
を
さ
え
抱
か
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
完
）

〔
諸
註
〕

①
塩
田
良
平
氏
は
、
独
歩
の
作
品
を
そ
の
作
風
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
に
分
け
ら

れ
て
・
い
る
。

甲
、
彼
を
自
然
主
義
壇
上
に
祭
り
上
げ
た
も
の

（
イ
）
自
然
を
描
け
る
も
の
及
び
牧
歌
風
の
も
の

（
巳
現
実
世
相
を
描
け
る
も
の

乙
形
式
は
小
説
で
あ
る
が
、
大
部
分
は
作
者
の
人
生
観
な
い
し
自
然
観
を
思
考

形
式
で
発
表
し
た
も
の

丙
形
式
は
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
り
、
構
想
は
殆
ど
な
い
が
、
明
る
い
平
淡
な
心
境
を

現
は
し
、
譜
諺
に
近
い
分
子
を
有
す
も
の

一
一
一
一
一

（
「
日
本
文
学
聯
講
第
五
巻
明
治
篇
」
昭
８
、
中
興
館
、
そ
の
唖
ｌ
岬
へ
Ｉ
ジ
）

こ
れ
は
作
風
に
即
し
た
分
け
方
と
し
て
は
最
も
妥
当
だ
と
思
う
が
、
私
は
以
下

示
す
よ
う
な
作
品
相
互
間
の
関
連
を
明
示
し
た
か
っ
た
の
で
、
そ
の
必
要
上
、
あ

え
て
作
風
や
形
態
を
基
準
に
し
た
分
け
方
を
と
ら
ず
、
モ
チ
ー
フ
に
基
づ
く
分
け

方
を
試
み
て
み
た
。
‘

②
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
関
係

益
田
道
三
「
国
木
田
独
歩
」
昭
躯
堀
蓄
院

益
田
道
三
「
比
較
文
学
散
歩
」
昭
瓠
研
究
社

塩
田
良
平
「
国
木
田
独
歩
に
及
ぼ
し
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
影
響
」
（
「
明
治
大
正
文

学
」
Ⅳ
号
お
よ
び
昭
号
に
掲
載
）

吉
田
松
陰
と
の
関
係

猪
野
謙
二
「
独
歩
に
お
け
る
『
政
治
』
１
１
圭
口
田
松
陰
と
星
享
と
を
中
心
と
す
る

覚
え
書
」
（
昭
師
河
出
書
房
刊
「
日
本
文
学
古
典
新
論
」
に
所
収
）

蘇
峰
の
平
民
主
義
と
の
関
係

山
田
博
光
「
独
歩
と
民
友
社
」
（
「
文
学
」
乞
留
．
己

⑧
拙
槁
「
独
歩
の
浪
曼
主
義
と
『
帰
去
来
』
の
位
置
」
（
「
立
命
館
文
学
」
岳
震
．

「
）

③
小
田
切
秀
雄
「
日
本
近
代
文
学
ｌ
近
代
日
本
の
社
会
機
構
と
文
学
ｌ
」
合

謂
望
月
木
書
店
）
の
叩
へ
－
筆
シ
◎

⑤
木
村
の
モ
デ
ル
は
佐
藤
毅
と
い
っ
て
、
や
は
り
政
治
科
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、

熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
青
年
の
独
歩
に
大
き
な
感
化
を
与
え
た
友
人
で
あ

っ
た
。
（
坂
本
浩
「
国
木
田
独
歩
」
昭
Ⅳ
三
省
堂
）

⑥
こ
の
時
期
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
粒
徒
の
数
は
明
治
四
年
の
一
万
三
千
か
ら
、
羽

年
に
は
三
万
四
千
へ
と
飛
躍
的
に
急
増
し
、
そ
れ
も
特
に
知
識
人
・
青
年
に
多
く
、

ま
た
朧
式
を
重
ん
ず
る
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
、
直
接
神
に
触
れ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
影
響
が
圧
倒
的
だ
っ
た
と
い
う
。
（
久
山
康
他
編
「
近
代
日
本
と
キ
リ
ス
ト

ニ
教
明
治
編
」
昭
瓠
基
督
教
学
徒
兄
弟
団
発
行
、
創
文
社
刊
）

，



⑦
⑧
、
大
久
保
湖
邦
宛
書
簡

⑨
「
浪
曼
主
義
」
お
よ
び
「
市
民
社
会
の
成
立
と
文
学
」
と
も
に
「
文
学
試
論

集
（
三
）
」
（
岳
闇
．
東
京
大
学
出
版
会
）
に
所
収
。

⑩
以
上
の
引
用
は
、
改
造
社
版
独
歩
全
集
（
第
八
巻
）
が
「
社
会
と
人
」
の
中
の

一
篇
と
し
て
集
録
し
て
い
る
「
安
心
立
命
の
地
」
か
ら
の
引
用
も
多
い
。
こ
れ
は

遺
稿
で
あ
る
た
め
、
「
安
心
立
命
の
地
」
を
「
社
会
と
人
」
の
中
の
一
篇
と
み
る

か
、
独
立
の
別
稿
と
み
る
か
に
つ
い
て
多
少
問
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、

小
論
で
は
改
造
社
版
独
歩
全
集
に
従
っ
て
、
「
安
心
立
命
の
地
」
か
ら
引
い
た
と

こ
ろ
も
「
社
会
と
人
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
統
一
し
た
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

■

0

国
木
田
独
歩
の
「
理
想
の
事
業
」
と
「
小
民
史
」
の
文
学
的
創
造

！

串

⑪
中
島
健
蔵
「
国
木
田
独
歩
と
民
友
社
」
（
昭
調
読
売
新
聞
社
刊
行
の
、
日
本
近

代
文
学
会
編
「
日
本
の
近
代
文
学
」
に
所
収
）

⑫
中
島
健
蔵
「
国
木
田
独
歩
論
」
（
筑
摩
書
房
版
現
代
日
本
文
学
全
集
印
「
国
木

田
独
歩
集
」
に
所
収
）

⑬
筑
罐
書
房
版
現
代
日
本
文
学
全
集
印
「
国
木
田
独
歩
集
」
中
の
塩
田
良
平
氏
の

「
解
説
」
よ
り

⑭
佐
古
純
一
郎
「
近
代
日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
」
（
昭
調
有
信
堂
）
の
妬
・
へ
－

ず
／
Ｏ

シ
３
３
こ
司
じ
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